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◎例年１２月頃に実施している「学校評価」の項目を刷新しました。今年度も同時期に実

施する予定です。日頃から、お子様の様子、学校や教職員の取組について、項目の視点

を持って見守っていただけますと幸いです。 

学校評価（保護者用） 

お子様に関すること 

○規則やルールを尊重し、自分で考え、判断することができている。 

○身の回りの整理整頓ができている。 

○気持ちの良い挨拶・返事・言葉遣いができている。 

○自分の健康をしっかり管理し、体力の向上に努めている。 

○様々な活動で、周囲の人と協力して取り組むことができる。 

○様々な活動に、責任を持って取り組むことができる。 

○様々な活動がより良いものになるように、工夫して取り組むことができる。 

○周囲の人に対して、公平で思いやりのある態度で接することができる。 

○清掃活動やボランティア活動などに、熱心に取り組むことができる。（地域での様

子も含む） 

○提出物の期限を守ることができる。 

○時間を守って生活することができる。 

○家庭学習にしっかり取り組んでいる。 

学校や教職員に関すること 

○分かりやすい授業が行われ、楽しく学習することができている。 

○教職員は、生徒理解に努めており、生徒が必要とする支援が得られる。 

○教職員は、生徒ができたことを褒め、失敗に寄り添い、前向きに生活できるよう指

導を行っている。 

○人としての生き方を考えさせる道徳教育や心の教育が行われている。 

○総合的な学習の時間を中心に、生徒の自己実現に向け適切な指導が行われている。 

○生徒会・専門委員会活動などにおいて、集団の中での実践を通して、よりより良い

生活を築こうとする態度を育てる指導が行われている。 

○望ましい食生活と健康生活の習慣化について、適切な指導に努めている。 

○各種の「たより」や安心安全メール、学校ホームページなどで、学校の様子がよく

わかる。 

○悩みや困り事があれば、安心して相談できる教職員がおり、解決に向けた学年（チ

ーム）でのサポートが受けられる。 

学校スローガンに関すること 

○お子様は「人に優しく」できている。 

○お子様は「楽しく」学校生活が送れている。 

○お子様の学校生活の幸せ度は「  」パーセントである。 

 ※最下段の幸せ度は数値で、それ以外の項目は４段階評価で実施していただく予定です。 

（４…そう思う ３…どちらかといえばそう思う２…どちらかといえばそう思わない １…そう思わない） 

※これまでの「チーム喜中が行く！」は喜々津中学校ホームページでもご覧いただけます。 

（裏面には生徒用を掲載しています。 



学校評価（生徒用） 

自分に関すること 

○生活心得をしっかり理解し、自分で考え、判断することができている。 

○学校で、身の回りの整理整頓ができている。 

○学校で、気持ちの良い挨拶・返事・言葉遣いができている。 

○自分の健康をしっかり管理し、体力の向上に努めている。 

○様々な活動で、周囲の人と協力して取り組んでいる。 

○様々な活動に、責任を持って取り組むことができている。 

○様々な活動がより良いものになるように、工夫して取り組んでいる。 

○周囲の人に対して、公平で思いやりのある態度で接することができている。 

○清掃活動やボランティア活動などに、熱心に取り組んでいる。 

○提出物の期限を守ることができている。 

○授業や給食、掃除などの開始時間を守ることができている。 

○家庭学習にしっかり取り組んでいる。 

学校や先生方に関すること 

○授業が分かりやすく、楽しく学習することができる。 

○先生方は、自分のことを理解し、必要な支援をしてくれる。 

○先生方は、自分ができたことを褒め、失敗には寄り添い、前向きに生活できるよう

指導してくれる。 

○道徳の授業では、資料の内容を自分事として捉え、よりよい生き方を考えることが

できている。 

○総合的な学習の時間で、自分の将来を前向きに考え、そのための具体的な行動に移

すことができている。 

○生徒会・専門委員会活動や学級での係活動に熱心に取り組んでいる。 

○先生方は、食生活や健康管理についてわかりやすく指導してくれる。 

○学校の様子が保護者に伝わっていて、家庭でよく話題になる。 

○悩みや困り事があれば、安心して相談できる先生がいて、解決に向け、学年（チー

ム）で一緒に考え行動してくれる。 

学校スローガンに関すること 

○私は「人に優しく」できている。 

○私は「楽しく」学校生活が送れている。 

○私の学校生活の幸せ度は「  」パーセントである。 

 


